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保護者の皆様、地域の皆様、日頃より本校の教育活動にご理解・ご協力を賜りありがとうございます。

２月１４日（金）、本校にて第３回の学校運営協議会が行われました。今回は、今年度の取組や学校評価か

ら、来年度に向けた要望等を全体で協議しました。 

〇今年度の取組と評価について 

知
（
学
習
） 

＜算数の基礎学力の定着＞ 

・「できそうだ！」という思いをもって学習できるように学習履歴等の掲示物を活用したり、ICTを活用

してヒントを提示したりすることで、見通しをもって取り組む姿が多く見られるようになった。 

・練習問題の時間を１０分間は確保し、学んだことを生かして問題を解く場を大切にした。 

・毎週火曜日の朝学習の時間に各学年における基礎・基本の内容を精選してプリントに取り組んだ。 

＜児童アンケートの結果＞ 

・授業を通して「わかった！」「できた！」など満足感や達成感がある、と回答した児童が８５％だっ

た。授業を工夫したことが児童の成就感につながったと考えられる。 

＜学力調査の結果＞ 

・各種学力調査の結果、国や県と比較すると、４・５・６年ともに平均を下回る教科や設問が多い。 

・６年生の学力調査における４年生からの経年変化、１２月に実施された５年生の評価問題における算数

の計算問題については、県平均との差が縮まってきている。児童に着実に力がつくような取組を次年度

も考えて学校全体で取り組んでいく必要がある。 

徳
（
生
活
） 

＜児童・保護者アンケート結果＞ 

・「自分から進んで、地域の方に元気にあいさつができますか」と「自分から進んで、友達や先生に元気

なあいさつができますか」の２つの質問に対して、どちらも肯定的な回答をした児童の割合は、それぞ

れ９１％、８９％であった。 

＜あいさつ＞ 

・泉中学校と合同であいさつ運動を行うなど、定期的に啓発を行うことができた。 

・中村っ子のあいさつに対する自己評価は高いが、あいさつ運動をしている運営委員や地域の方の聞き取

りでは、約２０％程度しかできていないと捉えており、相手に届くあいさつをすることが次年度の課題

である。 

＜「仲良しの輪を広げよう」の取組＞ 

・「にこにこレター」や「なかよしビンゴ」の取組では、レターや感謝の言葉でお返しするなどの微笑ま

しい光景がたくさん見られたことから、共感的な人間関係が深まり、仲良しの輪が広がる一助になって

いたことが分かった。 

体
（
特
別
活
動
） 

＜たてわり班での活動＞ 

・運動会の待機席をたてわり班にし、月に１回のたてわり遊びを実施するなどして、異年齢の児童が関わ

る機会を設けた。高学年の児童が低学年の児童を気遣って声をかける姿や、より楽しい雰囲気で活動す

る姿が見られた。 

＜体力向上の取組＞ 

・県内プロスポーツチームによるスポーツ教室に応募し、「石川ミリオンスターズ」による野球教室を 

１０月に４年生対象で行った。 

・スポチャレいしかわにも取り組んだ。特に８の字とびでは、全校で記録を掲示して競い合った。 

・なわとび運動では、ペア学年で交流会や練習を行い、教え合いや競い合いの好循環が生まれていた。 

＜新体力テストの分析＞ 

・今年度は学年によって違いはあるものの、全体的にバランスがよくなった。県の平均と比べても同程度

の項目が増えた。昨年度、最も数値の低かったシャトルランは、県の平均と同程度まで上がった。跳躍

力と筋持久力については、県平均を下回っており、今後の課題となった。 

＜児童アンケートの結果＞ 

・「運動が好きですか」と「体力がついてきましたか」の２つの質問に対して、肯定的な回答をした児童

の割合は、それぞれ９０％、８８％であった。 

 昨年度より肯定的評価が４～６ポイント程度上がる結果となった。 
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〇全体協議『学校評価に対するご意見や来年度に向けた要望等』  

主な意見や要望等をまとめると、下記のようになりました。  

①金沢型学校教育モデル（学習）について 

  ・ICT の活用はよいが、子どもたちは先生の丸付けやコメントが嬉しい。

ハイブリッドで両方を活用するとよい。 

→リアルとデジタルの両面を大切にした授業実践に努める。 

・今年度の中村塾には漢字の宿題に黙々と取り組む児童がおり、習慣付けにはよいが、学習支援ができず

もどかしさがある。また、忙しい教員が多く参加しており、教員の業務改善という主旨からもずれてき

ている。今後は、中村塾のねらいをより明確にして実施するとよい。 

→中村塾のねらいや主旨を明確にし、在り方を検討して実施する。 

②生徒指導（生活）について 

  ・あいさつでは、回数よりもあいさつをするとどんなよいことがあるのかを実感させ、相手の気持ちを想

像する力を育むことが大切である。 

→あいさつでは、相手に伝わることをより意識させるとともに、思いやりの心を育む指導を行っていく。 

・集団登校を月１回から月２回に増やし、異学年の絆をより大切にしてはいかがか。 

・当日の急な送迎や遠回りになる家庭があるため、今後はねらいを明確にしながら育友会と相談していく

とよい。 

→集団下校の回数については、育友会と検討する。 

③研修（教員の指導力向上の取組）について 

  ・学校が子どもたちに力を付けようと様々な取組を行っていることがよく伝わってきた。 

   →引き続き、児童の実態に即した取組や指導方法について研究を深めていく。 

④教員の業務適正化について 

  ・会議の精選や日課の工夫によって、子どもと触れ合う時間が増えるなど、教員の本務につながるとよい。 

・地域コーディネーターとして、地域のボランティアの取組等の周知に努めていきたい。 

 →引き続き、本務に専念するための業務適正化に向けた取組の推進や周知に努めていく。 

 

〇最後に 

全体協議にていただいたご意見や要望は、来年度の教育活動の 

参考にしていきたいと思います。 

また、今年度は、全国コミュニティ・スクール研究大会 in 金沢に

て、中村町小学校が平成２８年度から取り組んできたことを発表し、

多くの反響をいただきました。 

今後も、本学校運営協議会の協議や取組等について、コミュニティ

だよりやホームページ等を活用しながら、保護者や地域の方へ周知を

図っていきたいと思います。 

一年間、たくさんのご支援やご尽力をいただき、ありがとうござい

ました。 

 


